
人間にしぐさが似すぎているせいか、「あまり…」というかたもいらっしゃるようで。「猿まね」「猿知恵」
「猿芝居」などと、どうも好意的でない言葉も多いようです。
たしかに動物園などでサルを眺めていると、ボスの権力争いなど人間社会のどこかで見たような気もしてき
ますが、それもさることながら、最近忘れられがちな家族のつながりなど、サルに見習わなければならないこ
ともありそうな気もします。
なにかと暗い話題の多い世の中、申年の今年はすべての難が「さる」年であればいいですね。

（写真：湊山公園のサルたち）

平成16年
（2004）
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人口と
世帯数

１５.12.1住民基本台帳

合計141,233人
（前月比＋142人）

男67,495人
（＋89人）

女73,738人
（＋53人）

世帯数 56,074世帯
（＋55世帯）
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新春を迎えて

新年明けましておめでとうございます。
市長に就任し、無我夢中の時が流れ、早くも初めての新年を迎えることになりまし
た。この間、市政のさまざまな分野にわたりまして、多くの市民の皆さんから貴重な
ご提案、また格別のご理解とご協力を賜り、本当にありがとうございました。
活気があって働く場のある米子。この豊かな自然を享受しながら市民の皆さん一人
ひとりが生活に充実感を持っていただける米子。米子に住んでいることに誇りを持て
る米子。そんな「生活充実都市・米子」の実現を目指し、より一層努力して参りたい
と新春を迎え決意を新たにしているところです。
市長就任後、本市では、「すこやか弁当事業」で栄養バランス・安全性が十分確保さ
れた弁当の提供に取り組みました。今月から市内すべての中学校が対象となります。
また、皆生温泉活性化対策検討委員会を立ち上げ、その提言に基づき、皆生温泉の
活性化に取り組んでいます。９月には、庁内の省エネルギー・資源リサイクルなどの
環境問題に対策として、環境マネジメントシステムISO14001の認証取得に向けてキッ
クオフを宣言しました。
さらに、これからの行政運営に求められる市民のみなさんへの説明責任の質的向

上・職員の意識改革などを図るための事務事業評価につきましても本格的に導入する
など、着実に施策を実行しているところです。
今年も、引き続き経済の活性化、少子高齢化対策、市政の改革、広域合併の推進に
ついて重点的に取り組み、平成17年を目標とした淀江町との合併が成功するように全
力を尽くします。また、財政の健全化に向け全ての事務事業を見直し、行政内部経費
の削減など徹底したコストの削減をめざします。
この財政の健全化を図る中で、「生活充実都市・米子」の実現に向け、市職員一丸と
なって取り組み、市民の皆さんと協働して諸課題を一つ一つ解決して行く所存です。
市民の皆さんには、今後ますますのご支援ご協力を賜りますようお願い申しあげま
すとともに、新しい年が健康で幸せな年になりますよう心からお祈りいたしまして、
新年のごあいさつといたします。

米　子　市　長　
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新年を迎えて

明けましておめでとうございます。
平成16年の新春を迎え､市民の皆様に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
市民の皆様には、平素より議会活動並びに市政運営に対しまして暖かいご支援、ご
協力を賜り、衷心より厚くお礼申し上げます。
本年も、米子市のさらなる発展のために、旧年に倍するご支援､ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げる次第でございます。
昨年を振り返ってみますと、国内においては、一向に好転しない経済状況や凶悪事
件、特に、青少年が関わる事件の多発など、また国際関係においても、なかなか進展
しない拉致被害者の救出や卑劣なテロ行為により日本人にも犠牲者が出たイラク問題
など、国内外ともに非常に厳しく不安定な一年でありました。
このような中、地方自治体を取り巻く状況も、年々厳しくなる財政事情と急速に進
む少子・高齢化などを背景に、市町村合併、行財政改革を初めとする重要な課題が山
積しており、誠に厳しい状況でありますが、このような時こそ、市政に携わる者が一
丸となって英知を結集し、効率的な行財政運営によって市民生活向上のための施策を
充実させていく必要があると認識いたしております。
市議会といたしましても、市民の皆様の声に耳を傾け、社会の変化に伴い複雑化、
多様化する行政需要を的確に把握し、その声を市政に反映させていくとともに、より
開かれた市議会を目指して、さらなる努力と研鑚を重ね、皆様の負託にこたえるべく
決意を新たにいたしておりますので、本年も議会活動に対しまして、暖かいご支援、
ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
年頭にあたり、米子市のさらなる発展と市民の皆様のご健勝、ご多幸をお祈り申し
上げまして、新年のご挨拶といたします。

米子市議会議長　
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女性を中心とした市民団体の活動拠点「米子市男女
共同参画センター」と観光事業の推進を目的とした
「米子市観光協会」が米子駅前サティ4階に4月1日から
移転オープンしました。また、情報発信を行う拠点と
しての「米子市民交流広場」も新しく併設されました。

男女共同参画センター・観光協会・
市民交流広場オープン（4月）

8月29日付けで米子市は「早期幼児教育特区」の認定
を受けました。
「早期幼児教育特区」とは、現在の学校教育法では
満3歳に達した幼児しか幼稚園に入園することができま
せんが、満3歳に達する年度の当初からの入園を可能に
する特別な区域のことです。この認定によって、10月
1日から米子市内の私立幼稚園11園全てにおいて対象幼
児の受け入れをおこなうことになりました。

早期幼児教育特区で対象幼児の
受け入れ開始（10月）

官民一体の努力が実り、7月18日から全日空の米子－
羽田便が1日4便から5便となりました。このことによ
り日帰りの旅行者は東京での滞在時間を3時間延ばすこ
とができ、利便性がさらに向上しました。

米子空港・東京便増便（7月）

道笑町の国道181号交差点から目久美町の国道180号
美吉橋交差点までの約700メートルが12月26日に開通し
ました。この開通により、国道9号線から国道180号線
が結ばれ、市内中心部の渋滞緩和などによって市の発
展に寄与するものと期待されます。

車尾目久美町線全線開通（12月）

第30回を迎えた米子がいな祭が8月2日と3日に盛大に
開催されました。
今年は、30周年を記念した「やんちゃＹＯＳＡＫＯ
Ｉ」で、がいな音頭・やんちゃばやし・よさこい鳴子
踊りなどを約1600人が披露、姉妹都市・束草市の婦人
民族舞踊団「ドゥドゥリペ」がサムルノリを繰り広げ
るなど、多彩なイベントが開かれました。

米子がいな祭30周年（8月）

新しい地域づくりの第一歩となる米子市・淀江町合
併協議会が4月1日に設置されました。協議会では、米
子市の一定の都市集積と交通の要衝性、そして淀江町
の文化、歴史的資産など、相方の持つ地域特性や資源
を最大限いかしたまちづくりを目指し、平成17年の合
併を目標として協議に入りました。

米子市・淀江町合併協議会事務所が
開設されました（4月）
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今、私たちは深刻な環境問題に直面しています。現
在の環境を保全するとともに、よりよい環境を創造
し、将来の世代に継承するために、環境に関する米
子市の基本方針を明らかにし、具体的な施策の方向
を示す役割を担う米子市環境基本条例を1月1日から施
行しました。

米子市環境基本条例が
施行されました（1月）

落書きおよび自動車の放置の防止と措置について定
めた「米子市快適な生活環境の確保に関する条例」が
8月に施行されました。この条例は、市内全域におい
て落書き、自動車の放置を禁止するとともに、市の
施設において落書きをしたとき、または、市長によ
る放置自動車の撤去命令に違反したときは罰則を適用
することを定めています。

米子市快適な生活環境の確保に関する
条例が施行されました（8月）

米子市では庁内の省エネルギー、資源リサイクル、
ノーマイカーデーなどを推進する「グリーンオフィス
計画」を2001年から実行し、環境問題に取り組んでい
ます。この取り組みに対し、内部の評価だけではなく、
第三者の評価が必要と考え、環境マネジメントシステ
ムISO14001の認証取得に向け、「キックオフ」を宣言
しました。

ISO14001認証をめざし
キックオフ宣言（9月）

4月27日に行われた市長選挙で初当選を果たした野坂
康夫市長が、贈られた花束を高々と掲げ、出迎えた市
職員の盛大な拍手を浴びにこやかな顔で4月30日に初登
庁しました。

野坂市長初登庁（4月）

ＪＲ山陰本線・境線・因美線の高速化事業が完成し、
10月1日から営業運転が始まりました。この高速化に伴
い、快適な新型車両が投入され米子～鳥取間の所要時
間が最速で56分となるほか、特急・快速列車が増発さ
れ概ね1時間に1本の運行となるなど、利便性が格段に
向上しました。

山陰鉄道高速ネットワーク完成（10月）
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米子市福祉ボランティアセンターは、米子市社会福祉協議会が米子市より委託を受け運営をしています。
ボランティア活動をやってみたい人やボランティアを必要としている人の相談に応じたり、情報を提供
したり、ボランティアグループの育成･支援を行っています。また、ボランティア活動を支援する拠点とし
て、市民のみなさんのボランティア活動をあらゆる面からサポートします。

【
相
談
受
付
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た

い
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と

す
る
人
や
施
設
か
ら
の
相
談
、
活

動
に
あ
た
っ
て
の
悩
み
な
ど
、
様
々

な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
・
紹
介
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
す
る

人
や
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

紹
介
や
活
動
先
の
紹
介
、
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
情
報

提
供
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
た
い
人
や
グ
ル
ー
プ
の
登
録
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
養
成
・
研
修
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ん

で
み
た
い
と
い
う
人
の
た
め
に
、

な
事
故
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者
の
傷
害
や
賠
償
責
任
な
ど
に
つ

い
て
補
償
す
る
保
険
で
す
。

②
加
入
申
込
者（
加
入
で
き
る
方
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
ま
た
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

◎
米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
米

子
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
登
録
、
ま
た
は
委
嘱
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
法
人
格
を
有
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
被
保
険
者（
補
償
の
対
象
と
な
る

方
）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
督
義
務
者

注
1

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）（
賠
償
事
故
の
み
）

注
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子
供

な
ど
の
未
成
年
者
で
責
任
能
力
が
な

い
場
合
に
は
、
親
権
者
な
ど
の
監

督
義
務
者
が
法
律
上
の
損
害
賠
償
責

任
を
負
う
場
合
が
あ
る
た
め
、
被

保
険
者
と
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
た

い
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
ほ
し

い
！
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
開
所
時
間
】
月
曜
日
〜
日
曜
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
様
々

な
講
座
や
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要
な

機
材
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
研
修
室
の
貸
出
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
議
会
へ
の
活
動
資
金
の
助
成
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入

費
助
成
な
ど
、
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
情
報
提
供
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
紙
の
発
行
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
資
料
の

作
製
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
に
あ
た
っ
て
必
要
な
情
報

の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
情
報

の
収
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。）
ま

た
、
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
日
常
的
な

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

【
調
査
・
研
究
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
把
握
・
課
題
な
ど
様
々
な

調
査
・
研
究
を
行
い
、
地
域
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
窓
口
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
万
が

一
の
事
故
に
備
え
て
、
1
年
間
1

人
3
0
0
円
、
5
0
0
円
、
7
0

0
円
の
い
ず
れ
か
の
プ
ラ
ン
で
加

入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
短
期
間
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
対
象
に

な
る
行
事
用
保
険
も
扱
い
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
と
は

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
様
々

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
し

て
い
ま
す
。

米
子
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
開
所
日
時
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せ
、
知
恵
を
出
し
合
え
ば
出
来
な

い
こ
と
も
出
来
る
と
実
感
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
時
の
経
験
は
大
変

貴
重
で
し
た
。
そ
の
後
の
活
動
に

大
い
に
役
立
っ
た
の
で
す
。

″鳥
取
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
″も
大
き
な
大
会
で
し

た
。
そ
の
準
備
中
に
あ
の
″鳥
取
県

西
部
地
震
″が
起
こ
っ
た
の
で
す
。

翌
10
月
7
日
早
朝
に
は
″災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
″を
「
ふ
れ

あ
い
の
里
」
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
詰
め
掛
け
て
く
だ
さ
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
と
し
て

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
は
大
活
躍
し
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
県

外
か
ら
の
8
5
名
を
含
め
て
5
8

3
名
に
上
り
、
米
子
市
だ
け
で
は

な
く
西
伯
町
、
会
見
町
、
日
野
町

な
ど
に
も
出
か
け
ま
し
た
。

昨
年
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

議
会
は
結
成
15
周
年
を
迎
え
、
15

周
年
記
念
事
業
と
し
て
″ふ
れ
あ
い

の
里
・
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
祭
″を
昨
年

10
月
26
日
（日）
に
開
催
し
ま
し
た
。
26

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
そ
の

活
動
を
す
べ
て
お
見
せ
し
、
″ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
っ
て
楽
し
い
よ
。
い
ろ

ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
て

み
て
″と
い
う
思
い
を
込
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
少
し
で
も
広
が

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
幸
い
小
規

模
作
業
所
の
皆
さ
ん
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
大
賑
わ
い
で
し
た
。

米
子
市
出
身
、
横
浜
市
在
住
の

常
松
美
和
子
さ
ん
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン

て
ぃ
あ
情
報
″3
5
0
0
部
発
行
、

自
分
た
ち
で
印
刷
し
配
布
し
て
い

ま
す
。

私
自
身
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何

だ
ろ
う
と
い
つ
も
考
え
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
失
う
も
の
は
何
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
勇
気
と

幸
せ
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
人
を
謙
虚
に
し
て

く
れ
ま
す
。
世
界
中
の
人
誰
も
が

一
つ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
気
軽
に
楽
し
く

出
来
る
。
そ
ん
な
社
会
で
あ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
は

平
和
な
社
会
で
あ
れ
ば
こ
そ
で

す
。
″ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
溢
れ
る
町

に
は
笑
顔
が
溢
れ
る
。″こ
れ
は
私

の
願
い
で
す
。
今
年
は
平
和
な
世

界
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
っ

て
い
ま
す
。

（
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

会
長
中
川
容
子
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活

動
拠
点
と
し
て
い
る
米
子
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
会
長
中
川
容
子

さ
ん
に
そ
の
歩
み
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

結
成
15
年

1
9
8
8
年
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
議
会
は
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。

当
初
は
い
わ
ゆ
る
連
絡
会
に
過

ぎ
な
か
っ
た
協
議
会
も
、
米
子
市

福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ

あ
い
の
里
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
た
の
を
機
会
に
「
ふ
れ
あ
い
の

里
」
に
拠
点
を
移
し
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
研
修
室
、
録
音

室
な
ど
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
活
動
も
一
気
に
活
発

に
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
記
念
に
第
28
回
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
集
会
鳥
取
県
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
は
一
致
団
結
し
て
運
営
に

当
た
り
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
5

0
0
名
も
の
参
加
者
が
あ
り
、
み

ん
な
の
力
を
発
揮
す
る
又
と
な
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
力
は

小
さ
く
て
も
力
を
出
し
合
え
ば
大

き
な
力
に
な
り
う
る
。
力
を
あ
わ

午
前
8
：
30
〜
午
後
5
：
00（
水
曜

日
祝
祭
日
、
1
月
1
日
〜
同
月
4

日
、
12
月
30
日
及
び
同
月
31
日
は

休
日
）

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
の
2
階
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
室
1
・
2
、
録
音
室
、

録
音
・
録
画
室
な
ど
の
部
屋
が
あ
り

ま
す
。
利
用
に
際
し
て
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
の
上
、

予
約
・
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
予

約
は
2
ヶ
月
前
か
ら
受
付
）

【
利
用
時
間
】

月
曜
日
〜
日
曜
日
　
午
前
9
：
00
〜

午
後
9
：
00（
水
曜
日
、
1
月
1

日
〜
同
月
4
日
、
12
月
30
日
及
び

同
月
31
日
は
休
所
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】

〒
6
8
3
―
0
8
1
9

米
子
市
錦
町
1
丁
目
1
3
9
―
3

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
2
階

1
23
―
5
4
5
5
《
直
通
》
23
―
5

4
9
9《
代
表
》

Ｆ
Ａ
Ｘ
37
―
3
8
5
5
《
直
通
》

E-m
ail：
vcyonago@

chukai.ne.jp

サ
ー
ト
も
長
谷
川
広
規
カ
ル
テ
ッ

ト
の
バ
ン
ド
と
息
の
合
っ
た
演
奏

で
好
評
で
し
た
。

そ
し
て
片
山
善
博
知
事
講
演
「
地

方
分
権
時
代
の
地
域
づ
く
り
―
行
政

と
住
民
の
協
働
」
は
予
定
時
間
を

は
る
か
に
超
え
る
大
変
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

議
会
は
研
修
部
と
防
災
部
に
分
か
れ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
研
修
部
は

主
に
「
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
交
流
会
」
な
ど
を
開
催
、
行
政

と
の
よ
り
よ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
目
指
し
て
研
修
を
重
ね
て
い

ま
す
。
防
災
部
は
災
害
な
ど
万
一

の
場
合
に
備
え
て
、
障
害
者
の
人

達
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
企
画
し
、

一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
と
″米
子
市

福
祉
の
集
い
″で
の
「
1
0
0
0
人

ウ
ォ
ー
ク
」
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

情
報
局
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
共
同
で
、
毎
月
″ぼ
ら
ん

米
子
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
研
修
室
等
の

利
用
に
つ
い
て

昨年のボランティア祭でシンボルマークに
決まった青森県・工藤和久さんのデザイン
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●
は
じ
ま
り

昨
年
の
五
月
に
、
あ
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
出
身
の
女
性
か
ら
、
人
権
政
策

課
へ
日
本
語
の
勉
強
を
し
た
い
と
い

う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
女
は
小
学
校
に
通
う
子
ど
も
が

あ
り
、
学
校
か
ら
の
文
書
が
理
解
で

き
ず
大
変
困
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
週
一
回
の
日
本
語
教
室

が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
少
人
数
で
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
の
で
す
が
、
同
様
な
境
遇

の
知
人
を
誘
い
合
う
中
で
受
講
者
が

増
え
、
現
在
は
十
九
名
が
学
ん
で
い

ま
す
。

●
教
室
の
意
義

彼
女
た
ち
に
と
っ
て
日
本
語
を
勉

強
す
る
こ
と
は
、
国
際
交
流
と
し

て
日
本
語
に
親
し
む
、
日
本
文
化
に

親
し
む
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

日
本
で
結
婚
し
て
子
ど
も
も
い
る

と
い
う
人
に
と
っ
て
、
日
本
語
を

覚
え
る
こ
と
は
生
活
上
の
切
実
な
願

い
な
の
で
す
。

文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
こ

と
が
、
ど
れ
だ
け
生
活
範
囲
を
狭

め
、
生
き
る
こ
と
を
困
難
に
し
て

い
る
か
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
結
婚
し
て
米
子

市
内
へ
来
ら
れ
て
い
る
あ
る
女
性
の

作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
私
は
今
日
日
本
ご
の
べ
ん
き
ょ

う
を
お
し
え
て
も
ら
え
る
の
は
う

れ
し
い
で
す
。

か
ん
字
は
む
ず
か
し
い
で
す
け

ど
で
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

そ
れ
は
じ
ぶ
ん
の
た
め
子
ど
も

の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

す
こ
し
で
も
日
本
の
し
ゅ
う
か

ん
な
ど
を
お
ぼ
え
る
た
め
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
さ
ん
か
し
た
り
、
い
ろ
ん
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
さ
ん
か
し
、
日

本
人
の
友
だ
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
き

ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
友
だ
ち

が
で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

友
だ
ち
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。」

彼
女
は
市
内
の
日
本
語
教
室
で
日

本
語
の
読
み
書
き
を
学
ん
で
い
ま

す
。

「
日
本
語
を
覚
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
就
職
で
き
る
。
生
活
の
中
で
の

様
々
な
文
書
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
る
。」

文
字
や
言
葉
を
使
っ
て
自
ら
の
思

い
や
生
き
方
を
表
現
す
る
こ
と
は
、

胸
を
張
っ
て
人
間
ら
し
い
生
き
方
を

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

母
親
が
学
校
か
ら
の
文
書
を
理
解

で
き
る
か
で
き
な
い
か
は
、
子
ど

も
に
対
す
る
教
育
に
つ
い
て
も
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
教
育
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
み
て
も
、
そ
れ
は
生
活
上
の

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
人

権
の
保
障
な
の
で
す
。

週
一
度
の
教
室
に
通
っ
て
く
る
彼

女
た
ち
が
、
文
字
を
学
び
、
生
き
る

こ
と
へ
自
信
を
持
て
る
よ
う
、
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
私
た
ち
行
政
も

一
緒
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。人

権
政
策
課（
1
23
―
5
2
5
1
）

先
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た
コ
リ
ア

ン
フ
ェ
ス
タ
の
記
事
の
中
で
、
講

師
名
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
裴
東
録
さ
ん

（
正
）

東
録
さ
ん

足立正太郎は、明治34（1901）年西伯郡淀江町に生まれた
写真家です。大阪高等工業学校在学中から写真を撮り始め、
昭和5（1930）年、米子で最初の写真家グループとして大正
14（1925）年に結成された米子写友会に入会しました。
「アサヒカメラ」等にも意欲的に作品を応募し、中央展
でもしばしば入選するなど、米子写友会の代表的な作家の
ひとりとして活躍しました。この≪手≫という作品は、昭
和8（1933）年の第7回日本写真大サロンで見事特選となりま
した。鉄をヤスリで磨く、油で濡れ光る職工の手を大胆に
クローズアップした米子写友会の記念碑的作品です。デ
フォルメによって、ものをつくりだす手の力強さとともに
そのスピード感までが伝わってきます。
この作品は、2月1日（日）～3月14日（日）に開催します常
設展Ⅳ「米子市美術館コレクション　1930年～1945年」で
観ることができます。

■問い合わせ先：米子市美術館（1 34－2424）

文
字
を
学
ぶ
こ
と
は

生
き
る
こ
と

写真：足立正太郎《手》1933年　
ゼラチン・シルバー・プリント／ヴィンテージ・プリント
米子市美術館蔵
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▼
募
集
職
種
及
び
人
員
　

消
防
吏
員
　
1
名

▼
応
募
資
格

昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

▼
試
験
日
・
科
目
　
　

●
第
1
次
　
2
月
1
日
（日）
に
教

養
、
体
力

●
第
2
次
　
2
月
下
旬
に
面
接
、

作
文
、
健
康
審
査
、

消
防
適
性

▼
採
用
予
定

平
成
16
年
4
月
1
日

▼
申
込
期
間

1
月
6
日
（火）
〜
1
月
19
日
（月）

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

消
防
局
総
務
課（
1
35
―
1
9
5

1
）

米
子
市
公
園
協
会
で
は
、
次
の

と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
・
人
数
　

管
理
員
　
　
2
人

▼
職
務
内
容

公
園
等
の
管
理
作
業
業
務
に
従
事

し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

昭
和
21
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
26

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人（
た
だ
し
、
オ
ー
ト

マ
チ
ッ
ク
車
限
定
免
許
は
不
可
）

▼
試
験
日
・
科
目

2
月
13
日
（金）
に
教
養
、
適
性
、
作

文
、
口
述

※
試
験
会
場
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日

平
成
16
年
4
月
1
日
予
定
　

▼
申
込
期
間

1
月
13
日
（火）
〜
1
月
23
日
（金）

※
郵
送
不
可

※
詳
し
い
受
験
案
内
は
事
務
局
に
あ

り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

（財）
米
子
市
公
園
協
会
事
務
局

（
1
22
―
7
2
8
0
）

米
子
福
祉
会
で
は
、
次
の
と
お

り
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
・
人
数管

理
人
　
　
1
人

▼
職
務
内
容
　

米
子
市
老
人
憩
の
家
に
勤
務
し
、

施
設
の
使
用
者
の
受
付
、
施
設

の
維
持
管
理
業
務
、
施
設
内
外

の
清
掃
業
務
等
に
従
事
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　

昭
和
15
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
26

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。

▼
試
験
日
・
科
目
　

2
月
13
日
（金）
・
適
性
、
面
接

▼
採
用
予
定

平
成
16
年
4
月
1
日

▼
申
込
期
間

1
月
16
日
（金）
〜
1
月
30
日
（金）

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
立
福
原
荘（
1
34
―
5
7

3
1
）

米
子
市
学
校
給
食
会
で
は
、
次

の
と
お
り
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
職
種
・
人
数事

務
員
　
　
1
人

▼
職
務
内
容

米
子
市
学
校
給
食
会
事
務
局
に
勤

務
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た

事
務
及
び
給
食
用
物
資
の
供
給
等

に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

昭
和
19
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
29

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
▼
試
験
日
・
科
目
・
場
所

2
月
8
日
（日）
に
作
文
・
面
接
試
験

を
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。

▼
採
用
予
定

平
成
16
年
4
月
1
日

▼
申
込
期
間

1
月
5
日
（月）
〜
1
月
23
日
（金）

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
問
い
合
わ
せ

米
子
市
学
校
給
食
会（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
内
1
33
―
4
7
5
1
）

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

募

集

し

ま

す

公

園

協

会

職

員

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

米

子

福

祉

会

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

学

校

給

食

会

火災の発生等で消防団を召集する必要がある場合、各地
区ごとに防災行政無線により「ウーウーウーウー」とサイ
レンを吹鳴します。
深夜、早朝などには相当な音となりますが、火災等の緊
急出動のためですので、ご理解とご協力をお願いします。
なお、火災情報は、消防局の火災情報テレホンサービス

（1 22－0119）や中海テレビで確認できます。

■問い合わせ 総務課（123－5331）

防災行政無線による
消防団召集サイレン吹鳴でのお願い 平成15年12月号の7ページに掲載しました「ごみを出す

時の注意点」について、一部に誤りがありました。訂正の
うえおわびします。
【正】
内側にアルミが貼りつけてある酒類・ジュースなどの紙
パックは可燃ごみに出してください。
【誤】
清酒やジュースの紙パックは可燃ごみに出してください。
■紙パックの分別方法

※500ml未満の紙パック（牛乳パック含む）は、可燃ごみと
して出してください。
※プラスチックのそそぎ口がある場合は、切り取って、そ
そぎ口は不燃ごみとして出してください。
■問い合わせ 環境政策課（1 23－5300）

訂正とおわび

放送内容 チャイム音

ピン・ポン・パン・ポン

ウーウーウーウー

一般放送

消防団召集サイレン
（就将、啓成、義方、明道

校区は鳴りません）

カンカンカン・カンカンカン地震・津波緊急放送

カンコン・カンコン・カンコ
ン

準緊急放送
（津波警報解除等）

可燃ごみとして出していただくもの

酒・ジュースなどの紙パック
（内側にアルミが貼り付けてあるもの）

牛乳パック（500ml以上）として出していただくもの

酒・ジュースなどの紙パック
（内側にアルミが貼り付けてないもの）



プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
よ
り

◆
「
冬
の
星
座
」
を
上
映
し
て
い

ま
す
。
解
説
員
と
い
っ
し
ょ
に

今
夜
の
星
空
を
散
歩
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
星
の
見
つ
け
方
や
星

座
物
語
の
解
説
を
い
た
し
ま
す
。

◆
土
星
の
環
を
み
よ
う

24
日
（土）
午
後
6
時
45
分
〜
・
ど
な

た
で
も
可
・
30
名
・
1
月
15
日
か
ら

電
話
受
付
・
雨
曇
天
25
日
（日）
に
延
期

図
書
室
よ
り

◆
え
ほ
ん
の
へ
や

7
日
、
21
日
、
28
日
（水）
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
・
幼
児
と
保
護
者
対

象
・
絵
本
や
わ
ら
べ
う
た
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う

◆
お
は
な
し
の
へ
や
（
共
催
・
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

11
日
（日）
午
前
11
時
〜
11
時
30
分
に

「
タ
ン
タ
ン
の
ハ
ン
カ
チ
」
ほ
か
、

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
10
分
に
「
あ

そ
ぼ
う
よ
」
ほ
か
の
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど

土
日
祝日

平日

◆
子
ど
も
の
本
を
楽
し
む
会

19
日
（月）
午
後
2
時
〜
4
時
テ
ー
マ

「
笑
い
。
笑
う
」
の
本
に
つ
い
て
紹

介
し
合
い
ま
す
。

◆
大
人
が
楽
し
む
お
は
な
し
会

21
日
（水）
午
後
2
時
〜
4
時
・
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
交
流
会
・
大

人
対
象

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会

24
日
（土）
午
後
2
時
15
分
〜
3
時
15

分
「
ケ
ン
カ
オ
ニ
」
ほ
か
、
お
は

な
し
や
絵
本
、
手
遊
び
な
ど
・
幼

児
〜
大
人
対
象

◆
野
坂
勇
作
さ
ん
の
講
演
会

25
日
（日）
午
後
2
時
〜
4
時
・
テ
ー

マ「
よ
く
ね
る
絵
本
は
よ
く
育
つ
」・

大
人
対
象
・
当
日
参
加
自
由
・
託
児

（
1
歳
以
上
）希
望
の
方
は
1
月
15

日
か
ら
電
話
受
付
・
先
着
10
名

そ
の
他
館
内
よ
り

◆
自
由
工
作
コ
ー
ナ
ー

今
月
は
「
は
が
き
だ
こ
」、
15
日

か
ら
は「
お
に
の
面
」を
作
り
ま
す
。

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
工
作
を
し
て

楽
し
め
ま
す
。

◆
オ
セ
ロ
大
会

12
日（
月
・
祝
）午
後
2
時
〜
4

時
・
小
中
学
生
32
名
・
電
話
受
付
中

◆
木
の
お
も
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
初
心
者

の
日
（
も
く
も
く
指
導
）

28
日
（水）
午
前
10
時
〜
正
午
・
糸
の

こ
で
組
み
木
パ
ズ
ル
な
ど
を
製
作
・

材
料
代
4
0
0
円
・
大
人
対
象
・
14

名
・
17
日
（土）
か
ら
電
話
受
付

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
屋
外
を
利
用

し
て
「
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー

ク
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
自
身
が
遊
び
方
を
考
え
、
自

主
的
に
遊
べ
る
場
で
す
。
開
園
時

間
は
土
日
祝
日
は
午
前
10
時
ご
ろ
か

ら
午
後
5
時
ま
で
。
平
日
は
午
後

1
時
ご
ろ
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、
い

つ
来
て
い
つ
帰
っ
て
も
自
由
で
す
。

一
度
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

※
開
館
時
間
は
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
5
時
、
休
館
日
は
、
12
月
30
日
〜

1
月
4
日
、
6
日
、
13
日
、
14
日
、

20
日
、
27
日
で
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ

1
34
―
5
4
5
5

◆
体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

11
日
（日）
午
前
8
時
30
分
米
子
市
公

会
堂
集
合
・
行
き
先
…
市
内
神
社
め

ぐ
り（
行
程
約
4
㎞
）・
解
散
予
定

正
午

▼
女
性
の
美
容
と

体
力
づ
く
り
教
室

20
・
23
・
27
日
及
び
30
日
の
火
曜

日
及
び
金
曜
日
、
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
・
市
民
体
育
館
・
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
ジ
ャ
ズ
体
操
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
卓
球
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
女
性
の
テ
ニ
ス
教
室

「
軟
式
‥
19
・
26
の
月
曜
日
」

「
硬
式
‥
22
・
29
日
の
木
曜
日
」、
午

前
10
時
〜
正
午
・
市
民
体
育
館（
1

33
―
2
8
6
2
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
障
害
相
談
室

17
日
（土）
午
後
3
時
〜
5
時
・
ペ

ア
ー
レ
米
子
・
申
込
先
…
15
日
午
後

4
時
ま
で
に
体
育
課（
電
話
で
も
可
）

▼
第
40
回
米
子
市正

月
マ
ラ
ソ
ン
大
会

1
月
1
日
（木）
午
前
9
時
受
付
・
午

前
9
時
30
分
開
会
式
・
午
前
10
時
ス

タ
ー
ト
・
東
山
陸
上
競
技
場
発
着

（
当
日
受
付
可
）

※
問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
1
23
―
5
4
2
6
）

◆
元
旦
特
別
観
察
会
「
初
日
の
出

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
観
察
会
」

1
月
1
日
（木）
午
前
7
時
〜
8
時
・

申
込
不
要
・
参
加
無
料
・
集
合
…
水

鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
自
然
観
察
会
「
冬
の
ワ
シ
や
タ

カ
を
観
察
し
よ
う
！
」

10
日
（土）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・

申
込
不
要
・
参
加
無
料
・
集
合
場
所
…

水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
水
鳥
の
絵
を
描
く
会
（2）

12
日（
月
・
祝
日
）午
前
9
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分
と
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
・
小
学
生
対
象
・
各

先
着
15
名
・
要
申
込
み
・
参
加
無

料
・
会
場
…
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

◆
野
鳥
講
座
「
安
来
で
過
ご
す
ハ

ク
チ
ョ
ウ
・
ガ
ン
を
観
よ
う
！
」

1
月
11
日
（日）
午
後
1
時
〜
3
時
・

高
校
生
以
上
先
着
30
名
・
要
申
込

み
・
参
加
無
料
・
集
合
…
水
鳥
公
園

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

10第880号

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
行
事

体
　
育
　
行
　
事

10：45 11：45

2：00 3：00

3：00

4：00

2：00

＊観覧料金：小中学生50円・
大人210円・幼児無料
（保護者同伴のこと）
＊土曜日は小中学生無料

※
今
月
の
休
園
日
は
、
毎
週
火
曜

日
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ

1
24
―
6
1
3
9

◆
「
ほ
し
の
ぎ
ん
か
」
お
話
会

8
日
、
15
日
、
22
日
（木）
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分
・
手
あ
そ
び
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
や
紙
芝

居
の
読
み
聞
か
せ
・
親
子
読
書
コ
ー

ナ
ー

◆
つ
つ
じ
読
書
会

10
日
（土）
午
後
2
時
〜
4
時
・
大
江

健
三
郎
著
「
暴
力
に
逆
ら
っ
て
書

く
」・
特
設
文
庫
室

※
2
月
の
会
は
7
日
（土）
で
す
。

◆
伯
耆
文
化
研
究
会

17
日
（土）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
・

研
究
発
表
●
「
石
造
物
か
ら
見
た

北
条
郷
」
牧
田
朋
子
氏
●
「
赤
崎

町
に
お
け
る
地
名
と
民
俗
」
中
村

芳
雄
氏
・
大
会
議
室

◆
古
文
書
研
究
会

24
日
（土）
午
後
2
時
〜
4
時
・
大
庄

屋
船
越
家
文
書
・
講
師
船
越
元
四
郎

先
生
・
大
会
議
室

※
開
館
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
6

時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
、
休
館
日
は
、
毎

週
月
曜
日
と
月
末（
図
書
整
理
）、
年

末
年
始
の
休
館
日
は
12
月
28
日
（日）
〜

1
月
5
日
（月）
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
1
22
―
2
6
1
2

水
鳥
公
園
行
事

市
立
図
書
館
行
事



7
日
（水）
、
19
日
（月）
、
29
日
（木）
、
2

月
9
日
（月）
市
役
所
4
0
2
会
議
室
で

開
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜

4
時
。
人
権
擁
護
委
員
と
行
政
相

談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
自
治
振
興
課
1
23
―
5
3
7
2
）

平
成
16
年
の
成
人
式
を
1
月
11
日

（日）（
成
人
の
日
の
前
日
）に
開
催
し

ま
す
。

▼
時
間
・
場
所

【
式
　
典
】
午
後
2
時
30
分
〜
・
米

子
市
文
化
ホ
ー
ル（
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
あ
り
）

【
交
流
会
】
式
典
後
午
後
3
時
30

分
〜
・
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

▼
対
象
者

昭
和
58
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
59
年
4
月
1
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
人
で
、
米
子
市
に

住
所
の
あ
る
方

※
大
学
在
学
な
ど
で
一
時
的
に
転
出

中
で
出
席
希
望
の
方
は
、
生
涯
学

習
課
青
少
年
係（
1
23
―
5
4
4
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

恒
例
の
消
防
出
初
式
を
1
月
11
日

（日）
午
前
10
時
か
ら
米
子
市
文
化
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
す
。

式
典
終
了
後
、
会
場
を
米
子
港

ふ
頭
に
移
し
、
分
列
行
進
や
一
斉

放
水
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
午
前
7
時
に
消
防

無
線
を
鳴
ら
し
、
出
初
式
の
挙
行

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産
を
守
る

た
め
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
活
動
し

て
い
る
消
防
職
員
や
消
防
団
員
、
婦

人
消
防
隊
の
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
西
部
消
防
局
1
35
―
1
9
5
1
）

平
成
16
年
度
〜
18
年
度
に
市
役
所

と
水
道
局
が
そ
れ
ぞ
れ
発
注
す
る

物
品
の
購
入
な
ど
の
指
名
競
争
入
札

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
受

付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間
・
場
所

2
月
2
日
（月）
〜
2
月
27
日
（金）

市
役
所
会
計
課（
1
23
―
5
1
7
3
）

水
道
局
総
務
課（
1
32
―
6
1
1
1
）

平
成
16
年
度
に
市
役
所
と
水
道
局

が
そ
れ
ぞ
れ
発
注
す
る
建
設
工
事

と
測
量
等
業
務
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
追
加
受

付
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間
・
場
所

2
月
2
日
（月）
〜
2
月
27
日
（金）

市
役
所
管
理
課（
1
23
―
5
2
4
4
）

水
道
局
総
務
課（
1
32
―
6
1
1
1
）

韓
国
語
を
始
め
よ
う
と
す
る
方

の
た
め
に
、
基
本
に
な
る
文
字
を

学
ぶ
「
ハ
ン
グ
ル
の
読
み
方
コ
ー

ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と

き

2
月
5
日
か
ら
3
月
25

日
に
か
け
て
全
8
回（
原
則
と
し

て
木
曜
日
）、午
後
7
時
か
ら
8

時
▼
と
こ
ろ

市
役
所
4
0
2
会
議

室
▼
講
　
師

玄ヒ
ョ
ン

叔
衡

ス
ッ
キ
ョ
ン

（
米
子
市
国
際
交
流
員
）

▼
募
集
人
数

20
人（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

1
月
15
日

（木）
か
ら
自
治
振
興
課（
1
23
―
5

3
7
4
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
誰
も
が
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
民
年
金
は
世
代
間
の

相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。
ま
た
、
自

分
が
将
来
の
年
金
や
、
万
一
の
と

き
の
障
害
年
金
な
ど
の
保
障
を
受

け
る
た
め
に
も
、
20
歳
に
な
っ
た

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

学
生
の
方
に
は
保
険
料
の
支
払
が

猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
も

あ
り
、
ま
た
、
扶
養
者
の
方
が
お

支
払
い
さ
れ
た
場
合
は
全
額
が
扶

養
者
の
方
の
所
得
税
、
市
県
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
加
入
、
学
生
納
付
特
例
と

も
に
手
続
先
は
市
民
課
年
金
係
で

す
。な

お
、
す
で
に
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
中
の
人
は
手
続
不
要

で
す
。
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
加

入
者
の
被
扶
養
配
偶
者（
第
3
号
被

保
険
者
）は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
で

手
続
き
し
ま
す
。

（
市
民
課
年
金
係
1
23
―
5
1
4
2
）

防
衛
庁
で
は
、自
衛
隊
幹
部
候
補

生（
陸
・
海
・
空
）を
募
集
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
募
集

事
務
所（
東
町
3
2
7
1
33
―
2
4

4
0
）か
市
総
務
課（
1
23
―
5
3

3
1
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
さ
ら
い
教
室
で
は
、
平
成
16

年
度
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
教
科
な
ど

国
語
・
算
数
・
英

語
・
毛
筆
書
写（
小
学
生
対
象
）、

数
学
・
英
語（
中
学
生
対
象
）

※
一
般
対
象
の
書
道
教
室
も
引
続
き

開
講
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー（
1
32
―
2
6
3
3
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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物
品
の
購
入
な
ど
の

指
名
競
争
入
札
参
加
希
望
者

建
設
工
事
な
ど
の
指
名
競
争
入
札

参
加
希
望
者
の
追
加
受
付

韓

国

語

入

門

講

座

ハ
ン
グ
ル
の
読
み
方
コ
ー
ス

募

集

し

ま

す

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

小
・
中
学
生
対
象
の

お
さ
ら
い
教
室
受
講
生
募
集

20

歳

に

な

る

方

へ

１

月

11

日

に

晴

れ

の

成

人

式

１

月

11

日

に

消

防

出

初

式

人
権
・
行
政
相
談

米子市障害者生活支援センターでは、既に自立生活をしてい
るか、自立を目指している障害のある方を対象とした体験型の
講座、「自立生活プログラム」を実施します。
参加希望の方は、各回ごとにお申し込みください。
■日　程

■対象者 自立生活をしているか、自立生活を目指している障
害児・者（高校生以上）

■参加費 無料（実費負担）
■定　員 10名（申込多数の場合は抽選）
■申込・問い合わせ 米子市障害者生活支援センター

（1／FAX 37－2120）

1月31日（土）
申込期限：1月26日（月）

第
６
回

自立生活に役立つ
簡単料理④

2月14日（土）
申込期限： 2月9日（月）

第
７
回

自立生活に役立つ
簡単料理⑤

2月28日（土）
申込期限：2月23日（月）

第
８
回

自立生活に役立つ
簡単料理⑥　

3月13日（土）、14日（日）
申込期限： 3月8日（月）

最
終
回

温泉に行こう！（1泊）

自立生活プログラム【後期】に
参加してみませんか？
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今月から市内すべての中学校で、すこやか弁当事業が始まり
ます。
教育委員会では、家庭の事情等で弁当を持参できない生徒の
昼食状況を改善するため、民間業者が作った、栄養バランス・
安全性が十分確保された弁当を提供する取り組みを始めます。
■問い合わせ 教育委員会庶務課（1 23－5421）

１月からすべての中学校で
米子市すこやか弁当事業

寒くなり、暖房器具を使う季節になりました｡
灯油等が下水道に流れますと爆発事故及び火災を起こす原因
となり危険です｡
また、下水道管の損傷及び処理場の機能の低下を招きますの
で、絶対に流さないようにしてください｡
万が一、誤って流入した場合は、すぐに下水道部まで連絡し
てください｡
■連絡・問い合わせ 下水道部計画課（1 34－1301）

－下水道部からのお知らせ－
灯油を下水道に流さないで

後期受講生募集

■と　き 2月22日（日）・2月28日（土）・3月6日（土）・3月13日（土）
午後1時30分～午後3時

■ところ 米子市総合研修センター
■定　員 60名（定員になり次第締め切ります）
■受講料 無料

■と　き 2月22日（日）・2月28日（土）・3月6日（土）・3月14日（日）
午後3時30分～午後5時（最終日のみ午後1時～4時）

■ところ 米子市総合研修センター（最終日は野外です）
■定　員 60名（定員になり次第締め切ります）
■受講料 無料
■申込・問い合わせ 生涯学習課（1 23－5444）

生涯学習講座「よなごアカデミー」

健康・スポーツコース
体内年齢の老化について学びます。どのような点に気をつ
ければ体内年齢の老化を予防できるのでしょうか？

体内年齢と老化

家庭・家族コース
家族や友人とのアウトドアライフをより楽しむための講座
です。
山歩きや、野外でのちょっとした楽しみを探してみません
か？

みんなでアウトドア

次のとおり一般競争入札により市有地を売り払いしますので、買受希望の方はご参加ください。

市有地を売払いします

売払物件（Ａ区画）
■区　分 土地　　■所在地 米子市皆生5丁目151－3
■地　目 宅地　　■面　積 989平方メートル32

現地説明
■と　き 1月28日（水）午前9時30分 ■ところ 売払物件所在地

一般競争入札
■と　き 2月4日（水）午前9時30分 ■ところ 米子市役所　203会議室

売払物件（Ｂ区画）
■区　分 土地　　■所在地 米子市目久美町142－2
■地　目 宅地　　■面　積 591平方メートル31

現地説明
■と　き 1月28日（水）午前11時 ■ところ 売払物件所在地

一般競争入札
■と　き 2月4日（水）午前10時30分 ■ところ 米子市役所　203会議室

売払物件（Ｃ区画）
■区　分 土地　　■所在地 米子市蚊屋132－1

米子市蚊屋151－2
■地　目 宅地　　■面　積 497平方メートル11

851平方メートル61
合計 1348平方メートル72

※都市計画法第43条第1項の許可を受ける必要があります。
なお、許可対象用途は、原則戸建住宅に限ります。

現地説明
■と　き 1月28日（水）午後2時 ■ところ 売払物件所在地

一般競争入札
■と　き 2月4日（水）午前11時30分 ■ところ 米子市役所　203会議室

【注意事項】●入札に参加される方は、入札当日、現金又は銀行振出小切手で、入札金額の10％以上の入札保証金を納付する必要
があります。ただし、落札者以外の入札保証金は、返還します。
●その他の詳細は、入札心得書（財政課にて交付）に記載しています。

■問い合わせ 財政課財産管理係（1 23－5321）

米子市立福生東小学校 

売払物件 

Ａ 

水
貫
橋 

水貫川 

国道情報プラザ 

西部医師会館 

売払物件 

B
国
道
９
号 

全
日
空
ホ
テ
ル 

米子松蔭 
高等学校 

両足院 

遊園地 

ゲート 
ボール場 

売払物件 

Ｃ 

hirokazu1760
取り消し線

hirokazu1760
テキスト注釈
「久米町」にお詫びして訂正いたします。
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市内で事業を行い、下の表にあるような償却資産を所有され
ている方（他へ貸付けられている方も含む）は、1月1日現在の
資産状況について、2月2日（月）までに市役所課税課に申告書を
提出してください。
償却資産は固定資産税の対象になります。

（課税課家屋償却資産係　1 23－5116）

償却資産をお持ちの方は申告して下さい！

■期日及び内容
1月26日（月）午後1時～3時　薬の上手な飲み方
■ところ ふれあいの里（錦町1丁目）
■対象者 西部地域各市町村にお住まいの方
■定　員 30人（先着順）
■受講料 無料
■申込・問い合わせ先

西部地域介護実習普及センター
（ふれあいの里内1 23－5470 FAX 23－5018）

家庭介護講座受講者募集

痴呆性高齢者を介護していらっしゃる家族に代わって、見守
りを行う｢やすらぎ支援員｣の養成研修を行います。
研修終了後は、有償ボランティアとして活動していただきま
す。
■と　　き 1月19日（月）、26日（月）、2月2日（月）

午後1時30分～4時30分（他に実習あり）
■と こ ろ ふれあいの里
■対 象 者 20歳以上で全日程に参加できる方
■定　　員 20人（先着順）
■申込期限 1月15日（木） ■参加料 無料
■申込・問い合わせ 社会福祉法人 地域

ま ち

でくらす会（1 35－5647）

痴呆性高齢者家族やすらぎ支援員
養成研修会の研修生を募集します

要介護認定を受けておられる方で、確定申告の際に、おむつ
に係る費用の医療費控除を受ける方は、以下の書類が必要とな
ります。
※医療費控除については、税務署または市役所課税課にお問
い合わせください。

●はじめておむつに係る費用についての医療費控除を受けられる方

●おむつ代について医療費控除を受けるのが2年目以降である方

「主治医意見書の内容についての確認書」が必要な方は、市
役所長寿社会課に申請してください。
■問い合わせ 長寿社会課（1 23－5136）

要介護認定を受けておられる方のおむつに
係る費用の医療費控除の取扱いについて

▼所在地、戸数、規格、家賃 別表のとおり
▼入居者の資格
●米子市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んで
いる人。
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある人や婚約者を含む）がある
人。ただし、50歳以上の人等（米子市営住宅条例施行規則第5
条第2項第3号又は公営住宅法施行令第6条第1項の規定に該当
する人）は、単身でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
●現に、住宅に困窮していることが明らかな人。
▼申込受付期間・場所
1月7日（水）～1月16日（金）ただし、日曜日、土曜日及び国民
の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日を
除きます。
市役所建築課
▼申込に必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの）等
＜住宅申込書などは建築課にあります＞
▼入居選考方法
1月23日（金）公開抽選により選考します。
▼入居可能予定日
平成16年2月1日（日）

■問い合わせ 建築課（1 23－5263）
なお、次回の米子市営住宅入居者募集の期間は2月2日から2月
10日の予定です。

平成15年度第10回米子市営住宅入居者を
次のとおり募集します。

河　崎
住　宅 306

202

Ｓ48

Ｓ54

１１，１００
～１８，４００

中層耐火
４階建

住宅名 所在地
棟

空家番号

号
構造 部屋数 家賃月額 建築

年度

３Ｋ

１５，２００
～２５，２００

中層耐火
４階建 ３ＤＫ

河　崎

青　木
住　宅 永　江

48Ｒ1

54Ｒ1

305 Ｈ元１８，７００
～３１，０００

中層耐火
４階建 ３ＤＫ安倍彦名

住　宅 彦名町 1Ｒ2

テレビや講演、著作「笑ってよ　ゆっぴい」
など幅広く活躍されている女優の石井めぐみさ
んをお迎えして講演会を開催します。

■テーマ 『やさしい街　やさしい人』
■と き 2月1日（日）開演10時30分（開場10時）
■ところ 米子市文化ホール
■整理券 市内各公民館か市役所総合案内、生涯学習課でお

求めください。（または往復はがき～1枚につき1名～
に住所・氏名を明記のうえ、生涯学習課あてにお申
込ください）
なお、入場整理券はなくなり次第配布終了とさせ
ていただきます。

■申込・問い合わせ
〒683－8686 米子市教育委員会生涯学習課（1 23－5443）

石井めぐみ講演会を開催します

種　類

1

資　産　の　例　示
門、塀、煙突、舗装路面（構内･駐車場等）、
広告塔、庭園（花壇･植木を含む）、簡易間
仕切り、店舗改装、建物附属設備、賃借人
が設備したもの等

構　築　物

2 土木機械、建設機械、印刷機械等の各種機
械装置、製造機械、輸送用機械器具等機械及び装置

3 貸しボート、モーターボート、釣船、曳船等船　　　　舶

4 飛行機、ヘリコプター等航　空　機

5
大型特殊自動車（分類番号が0又は9で始ま
るもの）、自転車、リヤカー、荷車、構内
運搬車等

車 両 及 び
運　搬　具

6
事務机、椅子、応接セット、テレビ、陳列ケー
ス、冷暖房機、コンピュータ、自動販売機、看
板、ミシン、ロッカー、その他事務用備品等

工具、器具
及 び 備 品

おむつ代の
領収書

医師の証明書＋

おむつ代の
領収書

主治医意見書の内容
についての確認書

＋
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今年もインフルエンザの季節がやってきました。
インフルエンザは一般的なカゼとは違い、悪化すると

肺炎や脳炎など重症化する可能性が高いので注意が必要で
す。
インフルエンザにかからないために
１　人混みはなるべく避けましょう。
２　帰宅したら手洗い、うがいをしましょう。
３　睡眠、休養をしっかりとりましょう。
４　栄養バランスのとれた食事をしましょう。
５　室内では加湿器などを使って加湿しましょう。
インフルエンザの特徴として、発熱、関節痛など全身

症状が多く見られ、症状が急激にすすみます。インフル
エンザかな？と思ったら早めに医療機関で受診しましょ
う。
インフルエンザに関する詳しい情報は、インフルエン

ザホームページをご覧ください。
■インフルエンザホームページ
http://influenza-mhlw.sfc.wide.ad.jp/

インフルエンザにご注意！

悩みを聞いてほしい、ストレスに耐えられないと感じ
たら、気軽にお出かけ又はお電話ください。
秘密は厳守します。
■と　　き 毎週火曜日（午後１:30～4:00）
■と こ ろ 保健センター（ふれあいの里　３階）
■相 談 員 精神保健福祉士

第2・4週担当　竹崎淳哉氏
（医療法人養和会　地域生活支援センター翼）
第1・3・5週担当　井上聖子氏
（社会福祉法人　地

ま

域
ち

でくらす会）
■問い合わせ 健康対策課（1 23－5451～5452）

〈こころの保健室〉こころの相談窓口です

外に出るのがおっくう、家で何もすることがない、友
達をつくりたい、などの悩みをもつみなさまの社会参加
の準備の場です。
■と　き 毎月第3木曜日　午後2：00～4：00
■ところ 保健センター（ふれあいの里3階：運動指導室）
■内　容 レクリエーション、グループワークなどいろいろ
■参加費 無料
■申込・問い合わせ 健康対策課（1 23－5451～5452）

こころのひろば

第874号里”健康対策課 123－5452～5454）

平成16年1月1日から2月29日までの間、若い世代を中心
とする幅広い世代に献血へのご理解とご協力を求めるた
め、「はたちの献血」キャンペーンを実施します。

ところでみなさんは、献血をしたことがありますか？
国内の医療で使用する全ての血液製剤を、私たちの献血に
よって確保することが大きな課題とされています。そし
て、今、輸血に使用する血液の安全性を高めるために、
「400ml献血」「成分献血」が求められています。

◎成分献血、400ml献血及び200ml献血は、次のところで
できます。ご協力をお願いします。
■と　　き 毎週水曜日、金曜日及び第2、第4土曜日

午前9：00～午後4：00
■と こ ろ 日赤血液センター西部出張所

（鳥取大学医学部附属病院内）
■対 象 者 18～64歳（ただし60～64歳までに献血され

た方は69歳まで可）
■所要時間 約1時間（成分献血）

約20分間（400ml、200ml献血）

◎1月6日に米子市役所でも献血を行います。（400ml、200ml）
■と　　き 平成16年1月6日（火） 午前9:00～正午
■と こ ろ 米子市役所東玄関
■対 象 者 18～64歳（ただし60～64歳までに献血され

た方は69歳まで可）
■所要時間 約20分間

■問い合わせ 健康対策課（1 23－5451）または日赤血液
センター西部出張所（1 34－8158）

新たに成人式を迎えるみなさまへ
（献血へのご協力のお願い）



～高血圧・高脂血症の方のための生活習慣改善教室～
「血圧・コレステロールが高いので、食事や日常生活に
気をつけましょう。」と言われたことはないですか。でも
なかなかひとりではできないですよね。そこで、今まで
の毎日を振り返り、食事・運動・日常生活に自分なりの目
標をたてて実践していくための教室を計画しました。お
出かけください。
■日　　程 1月から3月までの6回シリーズ

（1／26、2／12、3／4、3／16、その他に個
別相談2回）
午後1時～4時頃（3／16は午前から）

■と こ ろ 保健センター（ふれあいの里　3階）
■内　　容 ・毎回グループでの話し合いを中心に行います。

・医師の話、食事の話＆実習、運動の話＆実施等
■対 象 者 米子市の基本健康診査・国保の人間ドックを

受診された結果、血圧・コレステロールが
高めで“食事等日常生活に気をつけましょ
う”と言われた方で、6回全部出席できる方。

■募集人員 30人（応募者多数の場合は、抽選とさせてい
ただきます）

■申込方法 1月16日(金)までに下記までお電話ください。
〒683－0811 米子市錦町1丁目139－3
米子市健康対策課（1 23－5452～5454）
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■と　き 毎週月曜日と火曜日（祝日は除く）
午後1：30～4：00

■ところ 保健センター（ふれあいの里　3階）
■内　容 助産師が相談にのっています。

＊妊娠中の心配事や、おっぱいの手入れ、
腹帯のことなどお気軽にどうぞ。
赤ちゃんの相談も受けています。

電話での相談もどうぞ。（1 23－5454）

マタニティ相談＆赤ちゃん相談

～歯と絵本と親子あそび～
寒～い毎日だけど、ちょっとお出かけしませんか。

■と　き 2月17日（火）午前10：00～11：30
■ところ 保健センター（ふれあいの里　3階）
■内　容 ＊講演「健康な心と体は家族全員で！虫歯

（歯周病）を予防しましょう。」
高野歯科医院　高野　由美先生

＊絵本の読み聞かせ（米子市立図書館司書）
＊親子あそび

■対象者 おおよそ1歳～就園までの親子
■申込・問い合わせ 健康対策課（1 23－5454）
■申し込み締め切り 2月10日（火）
※託児　講演の間、託児をします。
（託児は先着40人まで）
・お子さんの持ち物には名前を書き、
おむつ等は各自でご持参ください。

子育て教室のご案内

第874号健康掲示板（お問い合わせは、“ふれあいの

＜＜ポリオと結核予防接種について＞＞
■生まれ月別に毎月実施します。（受けられなかった場合
は、翌月に受けてください。）
■ところ　保健センター（ふれあいの里　3階）
■受　付　午後1：00～2：00（接種開始は1：15）

母子健康手帳、予診票をお持ちください。
（母子健康手帳がないと受けられません。）

■｢予防接種と子どもの健康｣の冊子を読んできてください。

ポリオ（小児まひ）予防接種

1回目 2回目

1月22日（木）

2月13日（金）

1回目の接種を受
けていない方は、
下記の日程で1回
目、2回目を受けて
ください。

対象児

H14年12月生

H15年 1月生

H15年 2月生

H15年 3月生

H15年 4月生

1月20日（火）

2月12日（木）

3月24日（水）

4月以降予定

◎7歳6か月未満で接種を受けていない方も受けてください。
◎6週間以上の間隔をおいて2回飲みます。
（間隔は6週間以上であれば、いくら長くてもかまいません）

結　核　予　防　接　種

ツベルクリン

1月21日（水）

2月 4日（水）

Ｂ　Ｃ　Ｇ対象児

H１５年９月生

H１５年10月生

1月23日（金）

2月 6日（金）
◎生後3か月で接種します。
◎4歳未満で接種を受けていない方も受けてください。
◎ツベルクリン（結核に感染しているかどうかの検査）接種
2日後に判定をして、陰性者にＢＣＧを接種します。

お子さんの予防接種

わくわくチャレンジ教室のご案内
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冬
枯
れ
の
木
に
、
小
鳥
が
た
く

さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
冬
に
小
鳥

が
た
く
さ
ん
集
ま
る
木
の
ひ
と
つ

が
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
で
す
。

ヤ
シ
ャ
ブ
シ
は
、
種
子
を
風
で

運
ん
で
も
ら
う
植
物
で
す
。
そ
の

た
め
、
荒
地
に
最
初
に
生
え
て
く

る
植
物
の
ひ
と
つ
で
す
。
米
子
水

鳥
公
園
で
も
、
周
り
に
母
木
が
な

い
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
数
本
が

生
え
て
き
て
、
生
育
し
て
い
ま
す
。

ヤ
シ
ャ
ブ
シ
は
落
葉
樹
で
、
冬

に
な
る
と
葉
っ
ぱ
を
全
て
落
と
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
小
さ

な
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
の
よ
う
な
形
を

し
た
「
堅
果
」
と
呼
ば
れ
る
実
を

つ
け
ま
す
。

こ
の
堅
果
の
中
に
入
っ
て
い
る

種
子
は
、
マ
ヒ
ワ
や
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

な
ど
、
冬
の
小
鳥
た
ち
の
大
好
物

で
す
。
小
鳥
た
ち
は
、
冬
に
な
る

と
こ
の
堅
果
に
集
ま
っ
て
、
夢
中

で
つ
つ
い
て
い
ま
す
。
人
が
近
づ

く
と
、
小
鳥
た
ち
は
す
ぐ
に
飛
び

去
り
ま
す
が
、
ま
た
す
ぐ
に
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
冬
は
餌
が
少
な

い
の
で
、
小
鳥
た
ち
に
と
っ
て
、

大
晦
日
の
夜
は
、
囲
炉
裏

い

ろ

り

に
屋

根
裏
の
梁は

り

が
み
え
る
ほ
ど
の
大
火

を
燃
や
し
、
こ
の
年
越
の
火
を
守
っ

て
、
家
族
は
元
旦
ま
で
寝
ず
の
番

を
す
る
も
の
だ
、
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

―
昔
、
あ
る
大
百
姓
の
主
が
、
大

歳
に
年
越
し
の
火
の
守
り
を
せ
ね

ば
な
ら
ん
け
ど
、
昼
間
の
仕
事
の

疲
れ
で
女
中
さ
ん
に
「
火
を
消
す

で
な
い
」
と
よ
く
よ
く
言
い
聞
か

せ
て
自
分
は
寝
て
し
ま
っ
た
。
気

の
良
い
女
中
さ
ん
は
二
つ
返
事
で

承
知
し
て
火
を
守
っ
て
い
た
が
、
夜

も
更
け
る
と
つ
い
う
と
う
と
と
囲

炉
裏
端
で
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

ど
の
く
ら
い
寝
た
だ
ろ
う
か
、

ふ
と
目
覚
め
て
見
る
と
こ
り
ゃ
一

大
事
、
火
が
消
え
と
る
。
あ
わ
て

て
寒
い
外
に
飛
び
出
て
見
る
と
、
暗

闇
の
中
に
チ
ラ
チ
ラ
と
火
が
見
え

る
。
女
中
さ
ん
は
急
い
で
そ
の
火

の
所
に
行
っ
て
、
火
を
分
け
て
も

ら
お
う
と
頼
む
と
、
そ
こ
に
い
た

男
た
ち
は
「
火
は
な
ん
ぼ
で
も
分

け
て
や
る
。
そ
の
か
わ
り
、
こ
こ

に
あ
る
死
人
の
入
っ
た
棺
桶
も
一

緒
だ
ぞ
」
と
い
う
。
仕
方
な
く
棺

桶
と
火
を
受
け
取
っ
て
家
に
持
ち

帰
り
、
棺
桶
は
土
間
に
む
し
ろ
を

下
げ
て
隠
し
、
囲
炉
裏
の
火
は
ま

た
元
の
よ
う
に
燃
え
だ
し
た
。

明
け
れ
ば
元
旦
。
朝
早
く
起
き

た
主
人
は
、
囲
炉
裏
に
赤
々
と
燃

え
る
火
を
見
て
女
中
さ
ん
に
お
礼

を
言
い
、
土
間
に
見
な
れ
ぬ
む
し

ろ
が
下
が
っ
て
い
る
の
を
見
て
「
あ

れ
は
何
だ
？
」
と
聞
い
た
。「
実

は
…
」
と
女
中
さ
ん
が
正
直
に
話

し
か
け
て
い
た
ら
、
む
し
ろ
で
隠

し
た
棺
桶
が
ピ
カ
ピ
カ
と
光
り
だ

し
た
。
驚
い
て
二
人
が
駆
け
寄
っ

て
棺
桶
を
開
け
て
み
る
と
、
な
ん

と
死
人
は

山
ほ
ど
の

大
判
小
判
に

変
わ
っ
て

い
た
と
。

そ
れ
で
今

で
も
こ
の

辺
り
で
は
、

正
月
の
年

神
さ
ん
飾

り
に
は
む

し
ろ
を
吊

る
す
ん
で
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す
。
―

「
大
歳
の
火
」
と
い
う
昔
話
で

す
。元

旦
に
棺
桶
と
は
縁
起
で
も
な

い
、
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は

冬
に
な
り
稲
な
ど
穀
物
が
枯
れ
死

し
た
後
、
新
し
い
年
を
迎
え
穀
物

に
新
し
い
命
が
宿
る
、
穀
物
の
霊

の
死
と
再
生
を
物
語
る
話
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
河
崎
で

正
月
に
飾
ら
れ
た
年
神
飾
り
で
す
。

昭
和
初
期
に
は
米
子
で
も
こ
ん
な

立
派
な
年
神
飾
り
を
し
て
い
た
の

で
す
。
写
真
左
側
に
話
に
出
た
む

し
ろ
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

話
に
あ
や
か
っ
て
、
今
年
は
黄

金
が
ザ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
の
年
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
な
。

市
文
化
財
保
護
審
議
委
員川

上
　
廸
彦

こ
の
種
子
は
と
て
も
魅
力
的
な
も

の
な
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
小
鳥
た
ち
が
種

子
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
し
ま
う
と
、

ヤ
シ
ャ
ブ
シ
は
子
孫
を
残
せ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
冬
の
あ
る
日
、
ヤ

シ
ャ
ブ
シ
の
木
の
下
を
よ
く
見
て

み
ま
し
た
。
す
る
と
、
地
面
に
は

小
鳥
が
食
べ
散
ら
か
し
た
ヤ
シ
ャ

ブ
シ
の
種
が
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
い

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
小
鳥
が
ヤ
シ
ャ

ブ
シ
の
種
子
を
食
べ
散
ら
か
す
こ

と
は
、
種
子
が
分
散
す
る
の
を
助

け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
今
年
の
冬
は
、
小
鳥
が
食

べ
散
ら
か
し
た
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
の
種

子
が
ち
ゃ
ん
と
発
芽
す
る
の
か
、
春

ま
で
見
届
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

米
子
水
鳥
公
園
指
導
員神

谷
　
　
要




